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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.3344 3.3715 +0.0371 3.4344 -0.0629

対円 JPY 34.55 34.72 +0.17 31.57 +3.15

対ユーロ BRL 3.5403 3.5594 +0.0191 3.6854 -0.1260

対ドル JPY 115.19 117.04 +1.85 108.42 +8.62

対ユーロ JPY 122.40 123.31 +0.91 116.41 +6.90

Index 59,281 58,212 -1,069 59,657 -1,445

bps 291.7 296.4 +4.7 321.8 -25.4

% 11.98 12.11 +0.13 12.27 -0.16

% 13.08 13.06 -0.02 13.46 -0.40

% 0.963 0.963 +0.000 0.911 +0.052

Index 193.5 191.8 -1.7 180.3 +11.5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、歳出上限法案（ＰＥＣ）が大きな変更なく上院で可決されたことを好感して

引き続きレアル買いが優勢となり、一時３．３０台前半と、節目の３．３０割れを試す時間帯も見られた（汚職疑

惑に関連した政治的混乱も財政改革の足枷になるとはマーケットは考えておらず、むしろ危機を克服するた

めに「一致団結して改革を推進することが不可欠」との雰囲気が議会にも醸成されている模様）。しかし、昨日

開催されたＦＯＭＣにおいて予想通り政策金利が０．２５％引き上げられると（金利誘導目標のレンジが０．５０

－０．７５％へ）、急速にドルの買戻しが進行し、３．３６台後半で取引終了。利上げ自体はマーケットの予想通

りであったが、ＦＯＭＣ参加者の金利予測を表示した「ドット・プロット（金利予測分布図）」における２０１７年の

利上げ回数が９月の２回から３回へ上方修正されたことに反応したと見られる。これを受けてダウ平均株価も

一時 ２００ドル超急落。引きずられる形でボベスパ指数も前日比１．８％安を記録した。

Meirelles財務相は、経済刺激策の一環として、ＦＧＴＳと呼ばれる勤続年数補償基金を、債務返済を目的に
引き出せた場合の影響について分析をしていると発言した。現在は、労働者が正当な理由なく解雇された場
合や、年金の受給が開始された場合、７０歳に達した場合などが引き出すための要件に指定されている。


